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　　　　　　　　　かてい


　　　　　　

使徒 (しと)18:2　ここで、アクラというポント生 (う)まれのユダヤ人 (じん)およびその妻 (つま)プリスキラに出会 (であ)った。クラウデオ帝 (てい)が、すべてのユダヤ人 (じん)をローマから退去 (たいきょ)させるように命令 (めいれい)したため、近 (ちか)ごろイタリヤから来 (き)ていたのである。パウロはふたりのところに行 (い)き、



げつようび



私 (わたし)たちのまわりには、表面的 (ひょうめんてき)に見 (み)ると幸 (しあわ)せに見 (み)えますが、分 (わ)かってみれば、大変 (たいへん)な問題 (もんだい)を体験 (たいけん)している家庭 (かてい)がたくさんあります。家庭 (かてい)は最 (もっと)も祝福 (しゅくふく)を受 (う)けなければならない現場 (げんば)なのに、人々 (ひとびと)が神様 (かみさま)を離 (はな)れて生 (い)きているからです。ですから、今 (いま)は家庭 (かてい)が崩 (くず)れる時代 (じだい)だと言 (い)われています。
ところが、聖書 (せいしょ)に記録 (きろく)されたプリスキラ、アクラ夫婦 (ふうふ)は幸 (しあわ)せな家庭 (かてい)を作 (つく)りました。福音 (ふくいん)にあって神様 (かみさま)がともにおられ、神様 (かみさま)が用 (もち)いられる家庭 (かてい)になったからです。プリスキラ、アクラ夫婦 (ふうふ)は、命 (いのち)も惜 (お)しまずに伝道者 (でんどうしゃ)パウロを助 (たす)けて、世界 (せかい)福音 (ふくいん)化 (か)のために思 (おも)いきり献身 (けんしん)しました。それゆえ、聖書 (せいしょ)には6度 (ど)も名前 (なまえ)が登場 (とうじょう)しています。また、ヨーロッパと小 (しょう)アジア、ローマなど、パウロが行 (い)った所 (ところ)、すべてにともにいました。彼 (かれ)らの家 (いえ)が教会 (きょうかい)になるほど献身 (けんしん)して、ローマ福音 (ふくいん)化 (か)の主役 (しゅやく)として、伝道者 (でんどうしゃ)の同労者 (どうろうしゃ)として用 (もち)いられました。
今日 (きょう)から「私 (わたし)たちの家庭 (かてい)も、神様 (かみさま)の前 (まえ)でプリスキラ、アクラ夫婦 (ふうふ)のように、最高 (さいこう)に用 (もち)いられますように」と祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。神様 (かみさま)が用 (もち)いられる家庭 (かてい)の祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうようになるでしょう。
2016.04.02　核心訓練メッセージ




　きょうのいのり












　きょうのでんどう












　きょうのみことば

　ホセア９

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう










ちがい
さがし

あたたかい日差 (ひざ)しの下 (した)にいる家族 (かぞく)の姿 (すがた)です。たのしい遠足 (えんそく)のようです。
幸 (しあわ)せな家族 (かぞく)が描 (えが)かれた２つの絵 (え)を確認 (かくにん)して、ちがう部分 (ぶぶん)を
みつけましょう。（５つあります）
　　　　　







　　　　　　　　　　　




































おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！プリスキラ、アクラ夫婦 (ふうふ)のように、私 (わたし)のパパとママと、私 (わたし)の家庭 (かてい)が神様 (かみさま)に用 (もち)いられるように祝福 (しゅくふく)してください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


[image: ]
　　　じんせいの　さくひんを　
　　　　　のこした　モーセ



　　　　　　
申 (しん)命記 (めいき)34:10　モーセのような預言者 (よげんしゃ)は、もう再 (ふたた)びイスラエルには起 (お)こらなかった。彼 (かれ)を主 (しゅ)は、顔 (かお)と顔 (かお)とを合 (あ)わせて選 (えら)び出 (だ)された。




かようび



モーセ五書 (ごしょ)について聞 (き)いたことはありますか。モーセ五書 (ごしょ)は、モーセが記録 (きろく)した創世記 (そうせいき)、出 (しゅつ)エジプト記 (き)、レビ記 (き)、民数記 (みんすうき)、申命記 (しんめいき)の五 (いつ)つの書 (しょ)のことです。この書 (しょ)には、神様 (かみさま)がモーセを通 (とお)して私 (わたし)たちにくださった重要 (じゅうよう)な約束 (やくそく)のみことばが記録 (きろく)されています。
まず創世記 (そうせいき)には「すべての問題 (もんだい)は神様 (かみさま)を離 (はな)れたとサタンの問題 (もんだい)から始 (はじ)まった」という人生 (じんせい)の根本 (こんぽん)問題 (もんだい)が記録 (きろく)されています。また、これを女 (おんな)の子孫 (しそん)（創世記 (そうせいき)3:15）として来 (こ)られるキリストが解決 (かいけつ)されるという解答 (かいとう)も書 (か)かれています。出 (しゅつ)エジプト記 (き)には、永遠 (えいえん)に解決 (かいけつ)することができない問題 (もんだい)を血 (ち)のいけにえのを握 (にぎ)ったとき、完全 (かんぜん)にしてくださったという奥義 (おくぎ)が記録 (きろく)されています。レビ記 (き)では、血 (ち)のいけにえをした霊的力 (れいてきちから)を知 (し)らせて、民数記 (みんすうき)は信仰 (しんこう)によって行 (おこな)った霊 (れい)的 (てき)戦 (たたか)いを通 (とお)したまことの征服 (せいふく)の奥義 (おくぎ)を見 (み)せています。最後 (さいご)に申命記 (しんめいき)には、次 (じ)世代 (せだい)に正 (ただ)しい福音 (ふくいん)を刻印 (こくいん)しなければならないという霊的 (れいてき)使命 (しめい)を話 (はな)しています。このように、モーセ五書 (ごしょ)は、モーセの信仰 (しんこう)告白 (こくはく)であり、モーセの人生 (じんせい)を見 (み)せています。そして、この五書 (ごしょ)の記録 (きろく)を通 (とお)して、モーセは最高 (さいこう)の人生 (じんせい)作品 (さくひん)を残 (のこ)すようになりました。
私 (わたし)たちも、みことばを握 (にぎ)って最高 (さいこう)の預言者 (よげんしゃ)として勝利 (しょうり)したモーセのように、神様 (かみさま)が願 (ねが)われる人生 (じんせい)作品 (さくひん)を残 (のこ)すことができます。みことばを握 (にぎ)って祈 (いの)りながら、小 (ちい)さいメモから始 (はじ)めましょう。神様 (かみさま)がだれもついてくることができない知恵 (ちえ)をくださって、作品 (さくひん)を作 (つく)らせてくださるでしょう。　　2016.04.03　インマヌエル教会聖日1部





　きょうのいのり













　きょうのでんどう













　きょうのみことば

　ホセア１０
一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう














もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう







[image: ]今週 (こんしゅう)の講壇 (こうだん)のみことばで、私 (わたし)の人生 (じんせい)の作品 (さくひん)を残 (のこ)しましょう。
例 (れい))聖 (せい)日 (じつ)の講壇 (こうだん)のタイトル、みことばで詩 (し)や作文 (さくぶん)、みことばを歌 (うた)でったり、みことばを絵 (え)で表現 (ひょうげん)してみたり、みことばで私 (わたし)だけの福音 (ふくいん)の手紙 (てがみ)を作 (つく)ったりしてみよう。





みことばを
てきようしよう































おいのり
しよう
父 (ちち)なる神様 (かみさま)。みことばを握 (にぎ)って勝利 (しょうり)して、人生 (じんせい)を作品 (さくひん)として残 (のこ)したモーセのように、契約 (けいやく)を握 (にぎ)って挑戦 (ちょうせん)して、人生 (じんせい)を作品 (さくひん)として残 (のこ)していくことができますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

[image: ]わたしは　この　じだいを　いかす
せかいふくいんかの　しゅやく！



　　　　　Iペテロ2:9　しかし、あなたがたは、選 (えら)ばれた種族 (しゅぞく)、王 (おう)である祭 (さい)司 (し)、聖 (せい)なる国民 (こくみん)、神 (かみ)の所有 (しょゆう)とされた民 (たみ)です。それは、あなたがたを、やみの中 (なか)から、ご自分 (じぶん)の驚 (おどろ)くべき光 (ひかり)の中 (なか)に招 (まね)いてくださった方 (かた)のすばらしいみわざを、あなたがたがべえるためなのです。



すいようび



神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)目標 (もくひょう)を知 (し)っていますか。聖書 (せいしょ)には、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)目標 (もくひょう)である世 (せ)界 (かい)福 (ふく)音 (いん)化 (か)という契約 (けいやく)を握 (にぎ)って挑戦 (ちょうせん)した人々 (ひとびと)がいます。神様 (かみさま)がこの人 (ひと)たちを通 (とお)してみことば成就 (じょうじゅ)をしながら、答 (こた)えを味 (あじ)わうようにされました。
モーセを通 (とお)して出 (しゅつ)エジプトした後 (あと)、40年間 (ねんかん)の荒野 (あらの)生活 (せいかつ)の間 (あいだ)に、エジプトで刻 (こく)印 (いん)されて根 (ね)をおろして体質 (たいしつ)になったすべてを変 (か)えられました。このとき、幕屋 (まくや)で礼拝 (れいはい)を回復 (かいふく)して、幕屋 (まくや)運動 (うんどう)を起 (お)こされました。ペリシテからずっと攻撃 (こうげき)を受 (う)けていた時期 (じき)には、サムエルとダビデを通 (とお)して、神殿 (しんでん)回復 (かいふく)が始 (はじ)まる神殿 (しんでん)運動 (うんどう)を起 (お)こされました。また、初代 (しょだい)教会 (きょうかい)を通 (とお)しては、教会 (きょうかい)運動 (うんどう)が起 (お)きるようにされました。それと同時 (どうじ)に、ローマ福音化 (ふくいんか)する弟子 (でし)が起 (お)きて、約束 (やくそく)されたみことばも成就 (じょうじゅ)しました。
レムナントも、この答 (こた)えを受 (う)けて味 (あじ)わって、この時代 (じだい)を生 (い)かす世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の主 (しゅ)役 (やく)として召 (め)されました。ですから、まず先 (さき)に、今週 (こんしゅう)の講壇 (こうだん)のみことばと<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>のみことばで私 (わたし)に成就 (じょうじゅ)するみことばを見 (み)つけて祈 (いの)りましょう。また、今日 (きょう)、私 (わたし)がしなければならないことは伝道 (でんどう)とどんな関係 (かんけい)があるのか考 (かんが)えてみましょう。これこそが神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)目標 (もくひょう)を成 (な)し遂 (と)げるための挑戦 (ちょうせん)になるでしょう！　　　　　　　　　　　2016.04.03　インマヌエル教会聖日2部




　きょうのいのり













　きょうのでんどう











　きょうのみことば

　ホセア１１

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう










[image: ]
　　　　みことばの道 (みち)に従 (したが)っていって、みことば成就 (じょうじゅ)を見 (み)るように
挑戦 (ちょうせん)しましょう


　　　今週 (こんしゅう)の講壇 (こうだん)メッセージを思 (おも)い出 (だ)して整理 (せいり)


タイトル　　　　　　　　　　　　　　　本文 (ほんぶん)




祈 (いの)りの課題 (かだい)　　　　　　　　　　　　　　私 (わたし)の実践 (じっせん)





　　　　きょうの＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞


私 (わたし)にくださったみことば+祈 (いの)りの課題 (かだい)　　私 (わたし)の実践 (じっせん)（ミッション）




聖句 (せいく)暗唱 (あんしょう)　　　　　　　　　　　　　　聖書 (せいしょ)を書 (か)く（核心 (かくしん)の聖句 (せいく)を書 (か)く）


みことばを
てきようしよう

































おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！みことばに従 (したが)って行 (い)って現場 (げんば)を生 (い)かすレムナントとして召 (め)してくださってありがとうございます。聖書 (せいしょ)の人物 (じんぶつ)のように、みことばの道 (みち)に従 (したが)って行って、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)のみことばが成 (じょう)就 (じゅ)することを見 (み)せてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


[image: ]
こんぽんを　しる　レムナント



　　　　　　
マタイ16:16　シモン・ペテロが答 (こた)えて言 (い)った。「あなたは、生 (い)ける神 (かみ)の御子 (みこ)キリストです。」




もくようび



あらゆることが、たくさんあっても、ただ一 (ひと)つ福音 (ふくいん)がなくて、地球 (ちきゅう)はますます霊 (れい)的 (てき)に病 (びょう)気 (き)になっています。このような世 (よ)の中 (なか)に心 (こころ)を痛 (いた)められた神様 (かみさま)が、レムナントに救 (すく)いというまことの価値 (かち)のあることをくださいました。また、救 (すく)われたのと同 (どう)時 (じ)に、イエス様 (さま)だけがキリストであり、のすべての問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)されたという福音 (ふくいん)の価値 (かち)を分 (わ)かるようにしてくださいました。これこそが、信 (しん)仰 (こう)生 (せい)活 (かつ)の最 (もっと)も重 (じゅう)要 (よう)な「根本 (こんぽん)」だということです。
ペテロはこの事実 (じじつ)をとてもよく分 (わ)かりました。それゆえ、イエス様 (さま)が「あなたはわたしのことをだれだと言 (い)っていますか」と尋 (たず)ねられたとき、イエスがキリストという最高 (さいこう)の告白 (こくはく)ができました。このように、ペテロのようにイエスがキリストだと告白 (こくはく)する人々 (ひとびと)に、神様 (かみさま)がくださったプレゼントがあります。天 (てん)国 (ごく)を開 (ひら)く鍵 (かぎ)、ハデスの権 (けん)威 (い)を防 (ふせ)ぐ力 (ちから)、岩 (いわ)になる祝福 (しゅくふく)です。これは、キリストの中 (なか)に、すべての祝福 (しゅくふく)があるということを意味 (いみ)します。
レムナントが根本 (こんぽん)を知 (し)って、イエス・キリストをまことに告白 (こくはく)したら、この時代 (じだい)を生 (い)かす主役 (しゅやく)として用 (もち)いられるはじまりになるでしょう!
　　　2016.04.07　新しい家族及び働き人修練会1講




　きょうのいのり













　きょうのでんどう











　きょうのみことば

　ホセア１２

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう










[image: ]つぎのページと表裏 (おもてうら)はりあわせて使 (つか)ってください

すべての　もんだいの　かいけつの　ひみつ


こどもでんどう
　トラクト













あのね！ここに
すべての問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)する
秘密 (ひみつ)が書 (か)いてあるよ～
知 (し)りたい？ちょっと
開 (ひら)けてみてね

うけいれの
いのり?!

どのようにすれば
よいの？




















おいのり
しよう


父 (ちち)なる神様 (かみさま)！イエス・キリストによって、私 (わたし)を神 (かみ)の子 (こ)どもとしてくださって、ありがとうございます。聖霊 (せいれい)に満 (み)たされる中 (なか)で、まことの勝利者 (しょうりしゃ)の生活 (せいかつ)をすることができますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン



[image: ][image: ]前 (まえ)のページと表裏 (おもてうら)はりあわせて使 (つか)ってください











あなたの問題 (もんだい)を解 (かい)決 (けつ)する道 (みち)があるよ。
その道 (みち)がイエス・キリスト。
のろいとわざわいがいっぱいになった問題 (もんだい)につかまっている人間 (にんげん)を解放 (かいほう)させようと、神様 (かみさま)が直接 (ちょくせつ)この地 (ち)にキリストを送 (おく)ってくださったの。
キリストは、神様 (かみさま)に出会 (であ)う道 (みち)、私 (わたし)たちを罪 (つみ)から解放 (かいほう)してくださいます。
サタンのしわざを打 (う)ちこわされる御名 (みな)です。そのキリストをイエス様 (さま)として送 (おく)ってくださったの。
この事実 (じじつ)を信 (しん)じて、
心 (こころ)に受 (う)け入 (い)れたら
いいの。


　　　なにか悩 (なや)んでいるの？このごろ、元気 (げんき)がないみたい。そのようにあなたがつらい理由 (りゆう)を、私 (わたし)はってるの。
そして、解決 (かいけつ)する方法 (ほうほう)も知 (し)っているの。聞 (き)いてくれる？
　あなたをつらくしている問題 (もんだい)は、あなたのせいで起 (お)きた問題 (もんだい)はないよ。あなたに問題 (もんだい)が起 (お)きるようにさせるサタンのせいなの。でも、人 (ひと)はそのサタンを知 (し)らないで、自 (じ)分 (ぶん)で勝 (かっ)手 (て)に考 (かんが)えて、この世 (よ)をうらんで生 (い)きて行 (い)っているの。なぜ、人間 (にんげん)にそんな問題 (もんだい)が来 (き)たのかな。
　もともとの人間 (にんげん)は、神様 (かみさま)といっしょにいて幸 (しあわ)せだったの。でも人間 (にんげん)が神様 (かみさま)のみことばに聞 (き)き従 (したが)わなくて、神様 (かみさま)を離 (はな)れたの。そのとき、サタンにつかまったの。そのときから、問題 (もんだい)が起 (お)きるようになったの。





















おいのり
しよう

父 (ちち)なる神様 (かみさま)！伝道者 (でんどうしゃ)の目 (め)で災 (わざわ)いにあっているこの時代 (じだい)を見 (み)て、神 (かみ)の子 (こ)どもの身分 (みぶん)と権威 (けんい)で災 (わざわ)いを防 (ふせ)ぐ証拠 (しょうこ)をください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


わたしは　じだいの　わざわいを
　　ふせぐ　しゅじんこう




イザヤ62:6　エルサレムよ。わたしはあなたの城壁 (じょうへき)の上 (うえ)に見張 (みは)り人 (にん)を置 (お)いた。昼 (ひる)の間 (あいだ)も、夜 (よる)の間 (あいだ)も、彼 (かれ)らは決 (けっ)して黙 (だま)っていてはならない。主 (しゅ)に覚 (おぼ)えられている者 (もの)たちよ。黙 (だま)りこんではならない。



きんようび



いま、この時代 (じだい)は、神様 (かみさま)に会わなければならない人間 (にんげん)が神様 (かみさま)を離 (はな)れて災 (わざわ)いに会 (あ)っている時代 (じだい)です。家系 (かけい)と家庭 (かてい)が崩 (くず)れて、教会 (きょうかい)は正確 (せいかく)な福音 (ふくいん)を話 (はな)すことができずにいます。また、暗 (くら)やみ文化 (ぶんか)、偶像 (ぐうぞう)文化 (ぶんか)、文化 (ぶんか)が世 (よ)の中 (なか)を掌 (しょう)握 (あく)しました。ところが、このようなすべてのことをご存知 (ぞんじ)である神様 (かみさま)が、イエス様 (さま)だけがキリストと告白 (こくはく)するレムナントに、特別 (とくべつ)な力 (ちから)と任務 (にんむ)をくださいました。それが、キリストの霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)と霊的 (れいてき)権威 (けんい)です。これを持 (も)ったレムナントは、神様 (かみさま)が選 (えら)ばれた時代 (じだい)の災 (わざわ)いを防 (ふせ)ぐ主人公 (しゅじんこう)です。
主人公 (しゅじんこう)として姿 (すがた)を整 (ととの)えるためには、いくつかの実践 (じっせん)が必要 (ひつよう)です。まず、見張 (みは)り人 (にん)の役割 (やくわり)をしなければなりません。今週 (こんしゅう)の講壇 (こうだん)のみことばと<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>に出 (で)てくるみことばを、じっくりと読 (よ)んで黙想 (もくそう)しましょう。そのなかで、心 (こころ)にぶつかるみことばを考 (かんが)え直 (なお)して、もう一度 (いちど)考 (かんが)えて、祈 (いの)りに変 (か)えてみましょう。それとともに、今日 (きょう)の出会 (であ)い、しなければならないことをじっくり考 (かんが)えてみましょう。このようにするならば、いつのまにか、私 (わたし)を通 (とお)して世 (よ)の中 (なか)が変 (か)わり始 (はじ)めるでしょう。さあ、それでは今 (いま)すぐ始 (はじ)めてみましょう。
　　　　　　　2016.04.07　新しい家族及び働き人修練会2講
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　きょうのでんどう













　きょうのみことば

ホセア　１３

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう











もくそうしよう　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう
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このよが　かなわない　レムナント
　　　　　　　　

　　　　　　


ヘブル11:38　――この世 (よ)は彼 (かれ)らにふさわしい所 (ところ)ではありませんでした――荒野 (あらの)と山 (やま)とほら穴 (あな)と地 (ち)のとをさまよいました。





どようび



ヘブル11章 (しょう)には、神様 (かみさま)のみことばに従 (したが)って生 (い)きた信仰 (しんこう)のチャンピオンたちが記録 (きろく)されています。彼 (かれ)らは、世 (よ)の中 (なか)がかなわないほど、福音 (ふくいん)にあって十分 (じゅうぶん)に勝利 (しょうり)しました。サムエル、ギデオン、バラク、サムソン、エフタなどは、多 (おお)くの預言者 (よげんしゃ)の信仰 (しんこう)のモデルになりました。そして、世 (よ)の中 (なか)がかなわない答 (こた)えも受 (う)けました。はたして、どんな信仰 (しんこう)の姿 (すがた)を持 (も)ったから、このような答 (こた)えをけたのでしょうか。
信仰 (しんこう)のチャンピオンは、神様 (かみさま)がくださるみことばに、いつも耳 (みみ)を傾 (かたむ)けていました。そして、くださったみことばは必 (かなら)ず成就 (じょうじゅ)すると信 (しん)じていましたよ。また、深 (ふか)い祈 (いの)りの中 (なか)で、神様 (かみさま)がくださる力 (ちから)を受 (う)けて、世 (よ)の中 (なか)を変 (へん)化 (か)させました。霊的 (れいてき)サミットとして、胸 (むね)をはって立 (た)ったのです。そして、世 (よ)の中 (なか)の流 (なが)れを変 (か)えて、神様 (かみさま)が生 (い)きておられることを自慢 (じまん)する証人 (しょうにん)の生活 (せいかつ)を送 (おく)りました。
この時代 (じだい)を生 (い)きる私 (わたし)たちも、この答 (こた)えの証人 (しょうにん)となるように召 (め)されました。今 (いま)は、小 (ちい)さくて弱 (よわ)くても、レムナントである私 (わたし)に与 (あた)えられた神 (かみ)の子 (こ)どもの身分 (みぶん)と霊的 (れいてき)権威 (けんい)は、世 (よ)の中 (なか)がかなわないことなのです。これだけで戦 (たたか)わずに勝利 (しょうり)することができます。私 (わたし)の現場 (げんば)を生 (い)かすレムナントとして、この答 (こた)えの祝福 (しゅくふく)を思 (おも)いきり味 (あじ)わいましょう！
　　　　　　　　2016.04.07　新しい家族及び働き人修練会3講










　きょうのいのり












　きょうのでんどう












　きょうのみことば
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[bookmark: _GoBack]一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう
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たいせつな　
　きみ

　　作・絵： マックス・ルケード
訳： ホーバード 豊子
　出版社： いのちのことば社

自分 (じぶん)の姿 (すがた)が友 (とも)だちより、みじめに見 (み)えて小 (ちい)さく見 (み)えたことはありますか。世 (よ)の中 (なか)で、自分 (じぶん)がひとりのように感 (かん)じたことはありますか。世 (よ)の中 (なか)が与 (あた)えることができない最高 (さいこう)の価値 (かち)を持 (も)ったレムナントですが、ときどき、このような思 (おも)いがさっと出 (で)てきたりするでしょう。しかし、神様 (かみさま)は、レムナントをとても特別 (とくべつ)だと思 (おも)われて、選 (えら)ばれたその価値 (かち)を知 (し)ってほしいです。あたたかな絵 (え)がいっぱいな絵本 (えほん)<たいせつなきみ>にはこういう神様 (かみさま)の愛 (あい)がよく描 (えが)かれています。
この本 (ほん)は大工 (だいく)のおじさんエリが作ったウイミックスという小 (ちい)さい木 (き)のこびとたちのお話 (はなし)が書 (か)かれています。ここには、ウイミックスである主人公 (しゅじんこう)のパンチネロがルシアに会 (あ)って、自分 (じぶん)の真 (まこと)の価値 (かち)を発見 (はっけん)していく過程 (かてい)が描 (えが)かれています。
きょうの<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>で黙想 (もくそう)した今日 (きょう)のみことばを考 (かんが)えながら、絵本 (えほん)を読 (よ)んでみてください。とても特別 (とくべつ)なのに、自分 (じぶん)が特別 (とくべつ)でないと感 (かん)じていた私 (わたし)の考 (かんが)えを変 (か)えるように助 (たす)けられるでしょう。神様 (かみさま)がくださった価値 (かち)を確認 (かくにん)してみましょう!
　　　





























おいのり
しよう

父 (ちち)なる神様 (かみさま)！りは、どんな問題 (もんだい)と苦 (くる)しみの中でも、サタンにだまされないで、福音 (ふくいん)を握 (にぎ)って、ゆうゆうと勝利 (しょうり)することができますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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